
宣 言 日 令和　2年　12月　5日

住 所 川口市安行領根岸2804-2-701

県内企業等の名称 特定非営利活動法人プチバカンス

代 表 者 氏 名 代表理事　佐々木　広明

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

1億総活躍社会を念頭に飲食店での高齢
者の雇用を積極的に行なっていく。２０２０
年の数値（７０歳以上の人材2名）※従業員
の20％

＜2030年に向けた指標＞

70歳以上の人材を10人（従業員の50％）採用し複数店舗展開をする。

＜取組開始３年後に向けた指標＞

７０歳以上の人材を新たに3人採用する。※従業員の約38％

「お出かけしましょう。」をテーマに高齢者
障がい者、全ての方々が参加できるイベン
ト企画を実施、実行していく。　　現状：イベ
ント実施内容（10名規模の介護予防講座4
回／年　2020年実績）　（30人規模のイ
ベント3回／年　2020年実績）

＜2030年に向けた指標＞

全国の方が参加できる50人規模のイベントを月1回実施していく。

＜取組開始３年後に向けた指標＞

年に12回、10名規模の介護予防講座の開催.参加人数30人規模のイベント企画を年に4回実施していく。

【記載留意点】
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

お持ち帰りお弁当用器の100％をリサイクル容器に切替えます。

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

用途に合う素材容器を調査把握し５０%を目標にリサイクル容器に切替えます。

３R（リサイクル、リデュース、リユース）の
観点から経営する飲食店ではリサイクル原
料を使用したプラスティック容器を使用し
ていく。現状：リサイクル容器使用率30％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

　当法人は「お出かけしましょう。」をテーマにイベント企画を実施し、また配食サービス事業では、食を
通じ全ての人々に栄養摂取の重要性を伝えることを使命とし地域社会の発展に貢献していきます。飲
食店では食品ロスゼロを目標に美味しい食事と適正な食事量の提供を実施することにより、SDGsの
達成に貢献していきます。

特定非営利活動法人プチバカンス

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


